
□ 一号
□３階以上の階に住宅の用途に供する床あり
□住宅の用途に供する２階の床面積の合計が300
　㎡以上

□ 三号

□防火地域内　　　□準防火地域内

□ 四号

□特定防災街区整備地区内

✓基準に不適合な主要構造部

□壁　　　□柱　　　　□梁
□床　　　□屋根　　　□階段

✓当該主要構造部の耐火要求性能

□耐火構造　　□準耐火構造   □防火構造
□その他（　　　　　　　　　　）

✓マンションにおける当該主要構造部の耐火性能

□耐火構造　　□準耐火構造　 □防火構造
□その他（　　　　　　　　　　）

✓都市計画による規制の不適合内容

□壁面後退
　規制値（　　　 ｍ）、現況値（　　　 ｍ）
□間口率の最低限度
　規制値（　 ／　  ）、現況値（　 ／　  ）
□建築物の高さの最低限度
　規制値（　　　 ｍ）、現況値（　　　 ｍ）

【耐火構造関係】

確認内容

※上記は共同住宅の場合。他の用途の場合につい
　ては、建築基準法別表一を参照

2) 主要構造部の耐火要求性能
の適合の別
（一号、三号、四号イの対
象となる場合）

3) 特定防災街区整備地区に関
する都市計画の適合の別
（四号ロの対象となる場
合）

1) 調査対象となる基準

調査項目



□ 五号（面積区画）

□①令112条1項に規定する建築物で、延べ面積が
　1,500㎡超
□②令112条4項に規定する建築物で、延べ面積が
　500㎡超
□③令112条1項に規定する建築物で、延べ面積が
　1,000㎡超

□ 六号（高層区画）

□建築物の11階以上の部分で、各階の床面積の合計
　が100㎡超（建基令112条10項に該当するものを除
　く）

□ 七号（竪穴区画）

□主要構造部を準耐火構造とした建築物又は令136条
　の２一号ロ若しくは二号ロに掲げる基準に適合す
　る建築物で、地階又は３階以上の階に居室がある

□ 八号（防火上主要な間仕切壁）

□マンションが、学校、病院、診療所（患者の収容
　施設を有しないものを除く。）、児童福祉施設
　等、ホテル、旅館、下宿、寄宿舎又はマーケット
　の用途に供する建築物である

□適合　□不適合

✓区画の構造に不適合な主要構造部

□壁　　□床
※五号②の場合にあっては防火上主要な間仕切壁を含
む

□適合　□不適合

✓区画の構造に不適合な主要構造部

□壁　　□床

✓区画の構造が不適合な部分

□吹抜け　　　　　　　□階段
□昇降機の昇降路　　　□ダクトスペース
□その他（　　　　　　　　　　　　　）

✓区画の構造に不適合な主要構造部

□壁　　□床

✓防火上主要な間仕切壁が必要な部分

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

✓不適合の内容

□壁の仕様　□小屋裏又は天井裏への到達

【防火区画関係】

調査項目 確認内容

✓区画面積

✓区画面積

2) 面積区画の適合の別
（五号の対象となる場
合）

3) 高層区画の適合の別
（六号の対象となる場
合）

4) 竪穴区画の適合の別
（七号の対象となる場
合）

5) 防火上主要な間仕切壁の
適合の別
（八号の対象となる場
合）

1) 調査対象となる基準



□ 二号

□建築物の高さが31ｍ超

□ 九号

□避難階以外の階に居室を有する

□ 十号

□建築基準法施行令121条１項各号のいずれかに該当する
　（第　　号に該当）

□ 十一号

□建築物の階数が15階以上又は地下３階以下

□ 十二号

□３階以上の階を物品販売業を営む店舗（床面積の合計が1,500㎡
　を超えるものに限る。）の用途に供する建築物である

□ 十三号

□マンションが物品販売業を営む店舗（床面積の合計が1,500㎡を
　超えるものに限る。）の用途に供する建築物である

□ 十四号

□避難階に通ずる階段を有する建築物である
□避難階に居室（避難上有効な開口部を有するものを除く。）を
　有する建築物である

□1,500㎡以下
□1,500㎡超（　　　　　　　　㎡）

✓専用の乗降ロビーの有無

□あり（専用）　　□なし
□あり（特別避難階段の付室と兼用）

□屋内に連絡している
□屋内に連絡していない
　□適用除外項目に該当　□適用除外項目に非該当（　　　階）

□あり　　□なし

□耐火構造　　□その他（　　　　　　　　）

✓床面積（専用の乗降ロビーがある場合）

□10㎡以上/台　　□15㎡以上/台
□10㎡未満/台（　　　㎡/台）

□可　　□不可

□2基以内ごとに耐火構造の床及び壁で区画されている
□2基以内ごとに耐火構造の床及び壁で区画されていない

✓非常用昇降機から屋外までの歩行距離

□30ｍ以下　　□30ｍ超（　　　　ｍ）

✓籠の積載量（1,150kg以上）

□1,150kg以上　□1,150kg未満（　　　　　kg）
✓居室の各部分から直通階段までの歩行距離

不適合となる居室から一の直通階段までの歩行距離（　　　ｍ）
歩行距離の規制値　　　　　　　　　　　　　　　（　　　ｍ）

✓２以上の直通階段の設置

□あり　□なし

✓２以上の直通階段に至る歩行距離の重複部分の距離

重複距離（　　　　ｍ）　　重複距離の規制値（　　　　ｍ）

【避難関係】

調査項目 確認内容

✓高さ31ｍを超える部分の床面積が最大の階における床面積
　（1,500㎡以下：１台、1,500㎡超：２台以上）

✓各階での屋内への連絡状況

✓バルコニーの有無（専用の乗降ロビーがある場合）

台数

3) 直通階段までの歩行距離の適
合の別
（九号の対象となる場合）

✓床及び壁の構造（専用の乗降ロビーがある場合）

✓消火設備の設置の可否（専用の乗降ロビーがある場合）

✓昇降路の区画状況

✓籠及び出入口の有効寸法（幅100cm以上、高さ210cm以上）

　 幅　：□100cm以上　　□100cm未満（　　　　　cm）
　 高さ：□210cm以上　　□210cm未満（　　　　　cm）

昇降路の
区画

歩行距離

出入口寸
法、積載
量

1) 対象となる基準

2) 非常用エレベー
ターの構造等の適
合の別
（二号の対象とな
る場合） 乗降ロ

ビー

4) ２以上の直通階段の設置及び
重複距離の適合の別
（十号の対象となる場合）



✓屋内と階段室を経由する付室等の有無

□あり　　□なし

✓壁の構造

階段　　　　□耐火構造　　□その他（　　　　　　　　）
付室　　　　□耐火構造　　□その他（　　　　　　　　）
バルコニー　□耐火構造　　□その他（　　　　　　　　）

✓階段の構造

□耐火構造　　□その他（　　　　　　　　）

✓付室等と階段室の床面積

□適合　□不適合
当該階の居室の床面積（　　　　　㎡）
必要な面積　　　　　（ 　　　　 ㎡）

✓２以上の直通階段の設置
□あり　□なし
✓３階以上の売場に通ずる直通階段→避難階段又は特別避難階段
✓５階以上の売場に通ずる直通階段　→一以上を特別避難階段
✓15階以上の売場に通ずる直通階段　→すべてを特別避難階段

✓階段室の壁の構造
□耐火構造　　□その他（　　　　　　　　）

✓階段の構造
□耐火構造　　□その他（　　　　　　　　）

✓階段の構造
□耐火構造　　□その他（　　　　　　　　）

✓各階における避難階段及び特別避難階段の幅の合計

不適合な階における測定値（　　　　cm）　規制値（　　　　cm）

✓各階における避難階段及び特別避難階段に通ずる出入口の幅の合計

不適合な階における測定値（　　　　cm）　規制値（　　　　cm）

✓物品販売業を営む店舗の避難階に設ける屋外への出口の幅の合計

屋外への出口幅の合計　　（　　　　cm）　規制値（　　　　cm）

✓避難階における階段から屋外への出口への歩行距離
実測値（　　　　）cm　規制値（　　　　）cm

✓避難階における居室から屋外への出口への歩行距離
実測値（　　　　）cm　規制値（　　　　）cm

屋内避難
階段

屋外避難
階段
特別避難
階段

※5）のチェック項目と同じ。

8) 屋外への出口への歩行距離の
適合の別
（十三号の対象となる場合）

5) 特別避難階段の構造の適合の
別
（十一号の対象となる場合）

6) 物品販売業を営む
店舗の直通階段等
の設置の適合の別
（十二号の対象と
なる場合）

7) 避難階段等の幅及び物品販売
業を営む店舗の避難階におけ
る屋外への出口幅の適合の別
の適合の別
（十三号の対象となる場合）


